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十
二
月
議
会
か
ら

大谷川排水機場〈ポンプ場〉（相生二丁目）

十
二
月
定
例
会
は
、
十
二

月
九
日
か
ら
十
二
月
十
八
日

ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
報
告
一

件
、
補
正
予
算
四
件
、
条
例

改
正
八
件
、
事
件
案
件
十
二

件
、
人
事
案
件
二
件
を
審
議

し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
等
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
七
〜
八
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め

ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
議
会

で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
平

成
十
九
年
度
の
八
会
計
は
、

す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
六
名
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状
、

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
〜
四
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

一
月
臨
時
議
会
か
ら

一
月
臨
時
議
会
が
、
一
月

二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
相

生
市
・
上
郡
町
合
併
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
否
決
と
な
り
ま
し
た
。



て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農農
業業
のの
担担
いい
手手
育育
成成

にに
はは
、、
農農
業業
がが
生生
活活
基基

盤盤
をを
支支
ええ
るる
仕仕
事事
にに
なな
るる
よよ

うう
なな
施施
策策
がが
必必
要要
とと
考考
ええ
るる

がが
、、
そそ
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
。。

夢
あ
る
農
村
づ
く
り

推
進
事
業
は
、
集
落
の

連
帯
感
を
高
め
、
将
来
的
に

は
一
つ
の
大
き
な
組
織
と
な

り
、
生
活
基
盤
の
支
え
に
な

る
よ
う
な
農
業
法
人
・
株
式

会
社
に
発
展
す
る
前
段
階
の

施
策
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
指
導
と
し
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
図
る
た
め
、

農
業
生
産
法
人
以
外
の
企
業

が
農
地
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
当
市
に
お
い
て
も
、

一
般
企
業
が
農
業
に
参
入
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
考
え
て

い
ま
す
。学学

校校
給給
食食
にに
使使
用用
ささ

れれ
るる
食食
材材
のの
安安
全全
確確
保保

のの
基基
準準
及及
びび
、、
地地
産産
地地
消消
にに

つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。

学
校
給
食
の
食
材
は
、

安
全
性
の
高
い
国
産
食

材
を
中
心
に
選
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
は
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
、

平
成
二
十
年
度
で
は
十
六
品

目
を
使
用
し
、
使
用
量
も
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

相生市議会だより
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※資格証明書：国民健康保険税の滞納世帯に保険証の代わりに交付する、資格を証明するのみの書類。医療費の窓口負担は10割で、後から保険給付分を払い戻す。
※短期被保険者証：滞納世帯のうち、分納等をしている世帯に交付する、本来の有効期限（１年間）より短期間の被保険者証。

〈
十
二
月
議
会
〉

一
　
般
　
質
　
問

兵庫県新行財政構

造計画推進方策　　　

について

国民健康保険にお

ける資格証明書の　　

発行について

岩崎
いいわわささきき

修
おおささむむ

兵兵
庫庫
県県
のの
新新
行行
革革
ププ

ララ
ンン
でで
、、
最最
もも
影影
響響
をを

受受
けけ
るる
のの
はは
、、
多多
くく
がが
弱弱
いい

立立
場場
のの
市市
民民
でで
すす
。。
市市
民民
のの

暮暮
らら
しし
やや
福福
祉祉
をを
守守
るる
立立
場場

かか
らら
、、
市市
とと
しし
てて
どど
うう
対対
応応

すす
るる
のの
かか
。。

県
の
新
行
革
プ
ラ
ン

は
、
福
祉
部
門
へ
の
影

響
が
非
常
に
大
き
い
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
、
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
事
業
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
低
所
得
階
層
と
思
わ
れ

る
方
が
事
業
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
行
財
政
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
、

県
の
負
担
分
す
べ
て
を
肩
代

わ
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
低
所
得
の
方
に
は
、

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

ら
か
の
措
置
を
実
施
し
、
福

祉
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

世世
帯帯
主主
がが
国国
民民
健健
康康

保保
険険
税税
をを
滞滞
納納
しし
てて
いい

るる
たた
めめ
、、
保保
険険
証証
をを
取取
りり
ああ

げげ
らら
れれ
、、
必必
要要
なな
医医
療療
をを
受受

けけ
らら
れれ
なな
いい
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
無無

保保
険険
のの
子子
どど
もも
がが
問問
題題
とと
なな

っっ
てて
いい
まま
すす
。。

相相
生生
市市
でで
はは
、、
四四
世世
帯帯
、、

八八
人人
のの
子子
どど
もも
がが
無無
保保
険険
状状

態態
だだ
とと
聞聞
いい
てて
いい
まま
すす
がが
、、

そそ
のの
経経
緯緯
とと
今今
後後
のの
対対
応応
にに

つつ
いい
てて
おお
尋尋
ねね
しし
まま
すす
。。

子
ど
も
の
い
る
世
帯

に
は
、
よ
り
き
め
細
か

な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
四
世
帯
に
つ
い
て
は
、

訪
問
に
よ
っ
て
接
触
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
格
証

明
書
（（
※※
））
の
事
前
通
知
、
特

別
の
事
情
の
有
無
に
つ
い
て

照
会
す
る
通
知
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
も
応
答
が

な
い
の
で
、
資
格
証
明
書
を

発
行
し
ま
し
た
。

今
後
、
接
触
の
機
会
が
と

れ
れ
ば
、
短
期
被
保
険
者
証

（（
※※
））
を
交
付
し
ま
す
。
そ
の
過

程
で
、
緊
急
的
な
対
応
が
必

要
と
な
れ
ば
、
当
然
そ
の
よ

う
な
対
応
を
と
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

地域の活性化

について

教育問題について

相生市の財産

について

大川
おおおおかかわわ

孝之
たたかかゆゆきき

羅羅
漢漢
のの
里里
もも
みみ
じじ
まま

つつ
りり
にに
つつ
いい
てて
、、
他他
のの

イイ
ベベ
ンン
トト
をを
含含
めめ
、、
基基
本本
的的

なな
考考
ええ
方方
とと
位位
置置
づづ
けけ
にに
つつ

いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

羅
漢
の
里
も
み
じ
ま

つ
り
、
相
生
か
き
ま
つ

り
、
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
を
、

市
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
今
後
と
も
内
容
の

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
成

熟
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
羅
漢
の
里
も
み
じ

ま
つ
り
は
、
今
年
度
か
ら
、

来
場
者
に
よ
り
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
、
一

日
制
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
雨
天
の

場
合
、
来
場
者
が
激
減
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

今
後
、
二
日
制
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
の
反
省
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し

問答問答

羅漢の里もみじまつり（矢野町瓜生）

問答



をを
作作
成成
しし
、、
健健
康康
被被
害害
やや
社社

会会
的的
経経
済済
被被
害害
をを
最最
小小
限限
にに

とと
どど
めめ
よよ
うう
とと
しし
てて
おお
りり
まま

すす
がが
、、
相相
生生
市市
にに
おお
けけ
るる
取取

組組
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
いい
たた
しし

まま
すす
。。

国
に
お
い
て
、「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
」
及
び
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
」
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
決
定
す

れ
ば
、
市
と
し
て
も
、
国
・

県
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
対
策
計
画
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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※悪性新生物：悪性腫瘍、がん。 ※子宮頸がん：子宮癌のうち、子宮頸部に発生するもの。
※高病原性鳥インフルエンザ：鳥インフルエンザのうち、鳥に対する病原性が特に強く、感染すると大半が死亡する。

予防医療について

楠田
くくすす だだ

道雄
みみちち おお

平平
成成
十十
八八
年年
にに
「「
がが

んん
対対
策策
基基
本本
法法
」」
がが
成成

立立
しし
、、
各各
都都
道道
府府
県県
でで
もも
、、

がが
んん
対対
策策
計計
画画
がが
立立
てて
らら
れれ

てて
おお
りり
まま
すす
。。
兵兵
庫庫
県県
でで
はは
、、

平平
成成
二二
十十
四四
年年
のの
がが
んん
検検
診診

受受
診診
率率
をを
五五
十十
％％
にに
すす
るる
とと

いい
うう
目目
標標
をを
掲掲
げげ
てて
おお
りり
まま

すす
がが
、、
市市
にに
おお
けけ
るる
がが
んん
対対

策策
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
いい
たた
しし

まま
すす
。。

平
成
十
九
年
度
の
当

市
の
疾
病
別
死
亡
原
因

は
、
悪
性
新
生
物
（（
※※
））
に
よ

る
も
の
が
二
十
六
・
三
％
で

第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

が
ん
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

予
防
と
早
期
発
見
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
を
摂と

る
な

ど
生
活
習
慣
の
改
善
が
あ
り

ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

を
図
る
た
め
に
、
広
報
紙
で

周
知
徹
底
を
行
う
と
同
時
に
、

受
診
し
や
す
い
時
期
、
期
間
、

方
法
等
に
つ
い
て
医
療
機
関

と
調
整
し
、
市
の
受
診
率
を

県
の
数
値
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ウウ
ィィ
ルル
スス
感感
染染
でで
ああ

るる
子子
宮宮
頸頸けけ
いい

がが
んん
（（
※※
））
はは
、、

海海
外外
でで
ワワ
クク
チチ
ンン
がが
開開
発発
ささ

れれ
、、
投投
与与
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、

今今
後後
のの
市市
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ

いい
てて
おお
伺伺
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
は
海
外
で
開
発
さ
れ
、

世
界
約
七
十
か
国
で
承
認
さ

れ
、
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
承
認
に
向
け

て
臨
床
実
験
中
で
あ
り
、
将

来
、
予
防
接
種
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
れ
ば
、
市
と
し
て
も
、

他
の
予
防
接
種
と
同
様
に
、

接
種
を
勧
奨
し
ま
す
。

昨昨
年年
度度
、、
イイ
ンン
ドド
ネネ

シシ
アア
でで
高高
病病
原原
性性
鳥鳥
イイ

ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
（（
※※
））
にに
よよ
るる

被被
害害
がが
報報
告告
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

明明
石石
市市
でで
はは
、、
新新
型型
イイ
ンン

フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
対対
策策
行行
動動
計計
画画

答

問答問

答国民健康保険、

介護保険、

後期高齢者医療

制度について

社会福祉について

前川
ままええかかわわ

郁典
いいくくすすけけ

医医
療療
保保
険険
制制
度度
はは
、、

地地
域域
医医
療療
のの
確確
保保
とと
健健

康康
増増
進進
にに
対対
すす
るる
貢貢
献献
のの
役役

割割
がが
大大
きき
いい
がが
、、
加加
入入
率率
のの

現現
状状
はは
。。市

民
の
各
健
康
保
険

の
加
入
状
況
に
つ
い
て

の
調
査
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

率
は
、
四
十
・
八
％
で
す
。

保保
険険
料料
滞滞
納納
者者
のの
現現

状状
はは
。。

問答問

平
成
二
十
年
十
月
末

の
滞
納
件
数
は
、
国
民

健
康
保
険
税
が
八
百
九
件
、

介
護
保
険
料
が
百
三
十
三
件
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

百
四
十
一
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

人人
間間
ドド
ッッ
クク
とと
各各
種種

検検
診診
のの
実実
施施
状状
況況
はは
。。

本
年
度
は
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
枠
を
拡
大
し
、

希
望
者
全
員
の
受
け
入
れ
が

で
き
ま
し
た
。

脳
ド
ッ
ク
、
前
立
腺
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
八
名
と
十
二
名
が
待
機
と

な
っ
て
い
ま
す
。

医医
療療
費費
通通
知知
のの
効効
果果

及及
びび
適適
正正
化化
対対
策策
はは
。。

医
療
費
通
知
は
、
医

療
費
や
受
診
回
数
の
多

さ
に
驚
か
れ
て
い
る
な
ど
、

啓
発
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
特
定
検
診
・
特
定

保
健
指
導
で
は
、
将
来
多
額

の
医
療
費
が
必
要
と
な
る
糖

尿
病
等
、
生
活
習
慣
病
の
発

生
を
予
防
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て

い
ま
す
。高高

齢齢
者者
やや
障障
害害
者者
のの
、、

生生
活活
やや
健健
康康
面面
のの
不不
安安

とと
怒怒
りり
のの
声声
をを
、、
どど
のの
よよ
うう

にに
聴聴
いい
てて
いい
るる
のの
かか
。。

答問答問答

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
民
生
委
員
に
訪
問

し
て
い
た
だ
き
、
状
況
把
握

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
給給

付付
とと
介介
護護
保保
険険
給給
付付
のの

整整
合合
性性
はは
。。

障
害
程
度
区
分
認
定

や
要
介
護
認
定
は
、
状

態
に
よ
り
変
更
し
て
お
り
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
本
人
の
心
身

の
状
態
に
応
じ
て
適
切
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
と

調
整
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

答問答

行行
財財
政政
健健
全全
化化
項項
目目

六六
百百
七七
十十
のの
全全
体体
的的
なな

進進
捗捗
状状
況況
はは
。。
まま
たた
、、
効効
果果

のの
出出
てて
いい
るる
項項
目目
はは
。。

行
財
政
健
全
化
計
画

に
お
け
る
平
成
十
九
年

度
の
達
成
率
は
、
十
七
年
度

当
初
予
算
に
対
し
十
二
・

二
％
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

効
果
の
出
て
い
る
項
目
と
し

て
、
粗
大
ご
み
処
理
費
が
職

員
に
よ
る
再
分
別
に
よ
り
、

三
百
六
十
万
円
、
下
水
道
事

行財政健全化計画

について

公用車両の

維持管理について

阪口
ささかかぐぐちち

正哉
ままささ やや

問答

相相
生生
市市
はは
、、
人人
やや
道道

路路
、、
海海
、、
鉄鉄
道道
とと
いい
うう

財財
産産
をを
活活
用用
しし
たた
「「
入入
りり
をを

ふふ
やや
すす
施施
策策
」」
がが
必必
要要
だだ
とと

思思
いい
まま
すす
がが
、、
活活
用用
のの
考考
ええ

方方
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
いい
たた
しし

まま
すす
。。

市
の
財
産
は
、
市
域

内
の
土
地
、
企
業
等
全

て
を
含
め
て
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
な
将
来
構
想
の
策
定

に
向
け
て
、
積
極
的
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答
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な
整
備
を
速
や
か
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

高齢者福祉

について

防災について

後田
ううししろろだだ

正信
ままささののぶぶ

車車
両両
使使
用用
時時
にに
おお
けけ

るる
安安
全全
対対
策策
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
まま

たた
、、
安安
全全
運運
転転
のの
実実
施施
、、
事事

故故
防防
止止
へへ
のの
対対
応応
はは
ささ
れれ
てて

いい
まま
すす
かか
。。

問

安
全
管
理
と
し
て
は
、

年
一
回
以
上
の
安
全
運

転
講
習
会
の
実
施
、
年
三
回

交
通
安
全
の
徹
底
に
つ
い
て

答

最最
近近
、、
公公
用用
車車
両両
のの

事事
故故
報報
告告
がが
多多
いい
とと
思思

わわ
れれ
まま
すす
がが
、、
いい
かか
がが
でで
すす

かか
。。 問

交
通
事
故
の
原
因
は

複
雑
で
す
が
、
運
転
す

る
職
員
に
気
の
緩
み
が
あ
っ

た
事
も
一
因
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
安
全
運
転
へ
の
意
識

を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
、
各

部
屋
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
（（
※※
））

を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
運

転
も
大
事
な
公
務
と
し
て
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

相相
生生
市市
にに
おお
けけ
るる
高高

齢齢
者者
救救
急急
情情
報報
支支
援援
施施

策策
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
がが

ああ
るる
のの
かか
。。

問

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
緊
急
時
の
消
防
本

部
へ
の
連
絡
手
段
と
し
て

「
ア
イ
ア
イ
コ
ー
ル
事
業
」、

定
期
的
な
安
否
確
認
を
行
う

答

「
お
元
気
コ
ー
ル
事
業
」、
食

事
提
供
の
際
に
安
否
確
認
を

行
う
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、

そ
の
ほ
か
に
、
民
生
委
員
の

定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
安
否

確
認
手
段
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
よ
り
的
確
な
救
急

情
報
支
援
を
行
う
た
め
に
、

高
齢
者
や
障
害
者
等
が
広
く

活
用
で
き
る
制
度
作
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

東東
京京
都都
港港
区区
でで
導導
入入

ささ
れれ
たた
救救
急急
医医
療療
情情
報報

キキ
ッッ
トト
にに
つつ
いい
てて
、、
見見
解解
をを

伺伺
いい
たた
いい
。。この

事
業
は
、
か
か

り
つ
け
医
や
治
療
等
の

医
療
情
報
や
薬
剤
情
報
提
供

書
、
健
康
保
険
証
の
写
し
等

の
情
報
を
専
用
容
器
に
入
れ
、

冷
蔵
庫
を
保
管
場
所
に
特
定

災災
害害
時時
要要
救救
護護
者者
リリ

スス
トト
のの
進進
捗捗
状状
況況
はは
どど

うう
なな
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

基
本
的
に
、
個
人
情

報
の
提
供
に
同
意
を
得

る
同
意
方
式
で
支
援
対
象
者

名
簿
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

本
年
度
中
に
災
害
時
要
援
護

者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
そ
の
後
に
、
名
簿
の
完

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

し
て
、
緊
急
搬
送
の
際
に
、

救
急
隊
員
を
介
し
て
容
器
ご

と
医
療
機
関
に
情
報
を
つ
な

げ
る
仕
組
み
で
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
の
取
り
組
み
に
強
い
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答 問

注
意
を
喚
起
か
ん
き

す
る
な
ど
、
職

員
に
安
全
運
転
対
策
へ
の
意

識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
模
範
に
な

る
運
転
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問答

業
特
別
会
計
繰
出
金
は
、
使

用
料
等
の
見
直
し
、
公
債
費

の
繰
上
償
還
等
に
よ
り
一
億

三
千
八
百
万
円
、
ま
た
、
市

議
会
議
員
の
定
数
二
名
減
に

よ
り
千
五
百
万
円
の
効
果
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

兵兵
庫庫
県県
行行
革革
ププ
ララ
ンン

にに
よよ
るる
県県
民民
局局
のの
再再
編編
、、

公公
的的
施施
設設
のの
市市
町町
へへ
のの
移移
譲譲

にに
つつ
いい
てて
のの
影影
響響
はは
。。

問

今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、

西
播
磨
県
民
局
の
合
理

化
、
局
内
の
事
務
所
統
合
と

再
編
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ

う
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
の
公
的
施
設
の
移

譲
に
つ
い
て
は
、
当
市
に
は

該
当
す
る
施
設
は
あ
り
ま
せ

ん
。 答

本本
市市
のの
所所
有有
すす
るる
八八

十十
八八
台台
のの
車車
両両
にに
つつ
いい

てて
、、
更更
新新
延延
長長
へへ
のの
取取
りり
組組

みみ
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
事事
をを
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。

問

公
用
車
の
更
新
目
安

は
、
使
用
年
数
が
購
入

後
十
二
年
を
経
過
し
た
も
の

で
、
か
つ
走
行
距
離
が
十
万

キ
ロ
以
上
の
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。
車
両
の
安
全
性
の

確
保
と
機
能
維
持
の
た
め
、

定
期
車
両
点
検
・
検
査
を
実

施
し
、
結
果
に
応
じ
て
必
要

答

防災訓練（那波中学校）
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民
生
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【【
視視
察察
日日
】】

平
成
二
十
年
十
月
七
日
（
火
）
〜
九
日
（
木
）

【【
視視
察察
先先
・・
調調
査査
項項
目目
】】

○○
佐佐
賀賀
県県
多多
久久
た

く

市市

・
学
校
施
設
の
管
理
運
営
等
に
つ
い
て

○○
長長
崎崎
県県
島島
原原
し
ま
ば
ら

市市

・
行
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

委
員
長
　
前
川
　
郁
典

副
委
員
長
　
豆
鞘
　
宏
重

委
　
　
員

土
井
　
本
子
・
渡
邊
　
慎
治

吉
田
　
政
男
・
奥
本
巳
千
雄

角
石
　
茂
美
・
柴
田
　
和
夫

佐
賀
県
多
久
市
は
、
今
年
度
の
児
童
・

生
徒
数
が
、
小
学
校
七
校
で
一，

三
四
三

名
、
中
学
校
三
校
で
六
七
〇
名
と
な
っ
て

お
り
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
既
に
複

式
学
級
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
複
式
学
級
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
で
検

討
を
重
ね
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、
市

内
七
小
学
校
と
三
中
学
校
を
、
小
中
一
貫

校
三
校
に
統
合
再
編
す
る
予
定
で
す
。

相
生
市
と
同
じ
学
校
数
で
、
児
童
・
生

徒
数
の
減
少
な
ど
、
当
市
と
同
様
の
課
題

【【
視視
察察
日日
】】

平
成
二
十
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）

〜
二
十
九
日
（
水
）

【【
視視
察察
先先
・・
調調
査査
項項
目目
】】

○○
福福
岡岡
県県
古古
賀賀
こ

が

市市

・
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

・
エ
コ
ロ
の
森
に
つ
い
て

○○
長長
崎崎
県県
平平
戸戸
ひ
ら
ど

市市

・
環
境
施
策
に
つ
い
て

・
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
　

委
員
長
　
三
浦
　
隆
利

副
委
員
長
　
阪
口
　
正
哉

委
　
　
員

宮
艸
　
真
木
・
後
田
　
正
信

盛
　
　
耕
三
・
岩
崎
　
　
修

大
川
　
孝
之
・
楠
田
　
道
雄

福
岡
県
古
賀
市
に
お
い
て
、
分
別
収

集
に
お
け
る
住
民
の
取
り
組
み
、
協
力

体
制
、
常
設
の
資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。
常
設
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
民
間
ス
ー
パ
ー
と
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
ま
た
、
市
独
自
の
市
民
意
識

向
上
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
の
市
民
意
識
が
非

常
に
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
古
賀
清
掃
工
場
（
エ
コ

ロ
の
森
）（（
※※
））
の
施
設
を
調
査
し
ま
し
た
。

長
崎
県
平
戸
市
に
お
い
て
は
、
環
境

施
策
に
つ
い
て
、
資
源
ご
み
、
不
燃
ご

み
の
分
別
収
集
の
現
状
と
問
題
点
、
分

別
収
集
に
お
け
る
住
民
の
取
り
組
み
や

協
力
体
制
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（（
※※
））
の
施
設
と
設
立
経
緯
等
を

調
査
し
、
本
市
と
比
較
し
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

を
抱
え
て
い
る
多
久
市
に
お
け
る
学
校

統
廃
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
調
査

し
ま
し
た
。

長
崎
県
島
原
市
は
、
平
成
三
年
に

雲
仙
普
賢
岳

う
ん
ぜ
ん
ふ
げ
ん
だ
け

の
大
規
模
な
噴
火
に
よ
る

火
砕
流

か
さ
い
り
ゅ
う

の
被
害
を
受
け
、
復
興
に
多
大

な
労
力
と
経
費
を
要
し
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

行
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
た

後
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
場
所
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

常常
任任
委委
員員
会会
行行
政政
視視
察察
報報
告告

福岡県古賀市にて

佐賀県多久市にて
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

等
に
つ
い
て
」
は
、「
小
学
校

統
廃
合
に
向
け
て
」
の
資
料

に
基
づ
き
説
明
を
受
け
ま
し

た
。市

内
の
公
立
小
学
校
全
体

の
児
童
数
は
、
少
子
化
の
影

響
を
受
け
て
減
少
し
て
お
り
、

相
生
小
学
校
は
平
成
二
十
三

年
度
、
矢
野
小
学
校
は
平
成

二
十
四
年
度
に
、
二
・
三
年

生
で
複
式
学
級
と
な
る
見
込

で
あ
る
。

複
式
学
級
は
、
切
磋
琢
磨

せ
っ
さ
た
く
ま

の
機
会
が
減
少
す
る
な
ど
、

子
供
の
成
長
や
生
き
る
力
の

観
点
か
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多

い
た
め
、
複
式
学
級
に
な
ら

な
い
よ
う
に
小
学
校
の
統
廃

合
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
現
在
、
教
職
員
研
修

会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
各
小
学
校
で
三
学

期
に
保
護
者
懇
談
会
を
、
平

成
二
十
一
年
度
に
住
民
意
識

調
査
を
実
施
し
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
保
護
者
と
の

懇
談
会
は
全
小
学
校
で
実
施

す
る
の
か
。
統
合
は
市
全
体

で
考
え
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

複
式
学
級
と
統
廃
合
だ
け
に

限
っ
た
話
な
の
か
。
将
来
的

に
校
区
変
更
も
視
野
に
入
れ

て
考
え
る
の
か
。
と
の
質
疑

が
あ
り
、
懇
談
会
は
全
小
学

校
で
実
施
し
、
住
民
意
識
調

「
行
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」、
今
年
度
実
施
し
た
行
政

評
価
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
評
価
し
た

ソ
フ
ト
事
業
百
四
十
四
事
業

の
う
ち
、
方
向
性
と
し
て
、

廃
止
が
四
、
見
直
し
が
九
、

継
続
が
百
十
七
、
そ
の
他
が

十
一
事
業
で
あ
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
来
年
度
以
降

に
廃
止
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
予
算
編
成
前
に
決
定
し

て
い
る
の
か
。
廃
止
事
業
の

基
準
、
及
び
福
祉
事
業
の
価

値
判
断
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
事
業
廃
止
等
の
最
終
決

定
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
議
会
で

の
予
算
審
議
と
な
る
。
廃
止

基
準
は
数
字
の
み
で
は
判
断

で
き
な
い
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
方
向
付
け
し
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
数
値
化

し
て
、
統
一
性
が
と
れ
る
よ

う
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
祉
に
関
す
る
事
業
の
重
要

度
は
、
評
価
基
準
の
中
で
も

総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
、

で
き
る
だ
け
客
観
性
が
保
て

る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
校
施
設
の
管
理
運
営

「
環
境
施
策
に
つ
い
て
」

は
、
公
共
下
水
道
事
業
に
お

け
る
起
債
の
借
換
え
、
使
用

料
改
正
に
よ
る
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
影
響
額
の
試

算
、
近
隣
市
町
の
使
用
料
改

正
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
使
用
料
改
正

に
伴
う
事
務
量
の
増
加
、
繰

入
金
影
響
額
の
試
算
に
用
い

た
数
値
の
根
拠
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
使
用
料
改
正
時

期
が
徴
収
委
託
先
で
あ
る
西

播
磨
水
道
企
業
団
の
シ
ス
テ

ム
更
新
と
合
致
し
て
い
る
た

め
、
大
幅
な
事
務
量
の
増
は

無
い
。
試
算
の
数
値
は
、
長

期
財
政
計
画
に
沿
っ
て
必
要

経
費
を
算
出
し
た
も
の
で
、

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
三
年
毎
に
見
直
す
が
、

繰
入
金
が
試
算
の
数
値
を
上

回
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
削
減
に
向
け
た
広
域

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
西
播
磨
圏
域
全

体
で
、
自
治
体
間
の
ご
み
分

別
方
法
を
統
一
す
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
市
民
病
院
に
つ
い
て
」

は
、
今
年
度
の
病
院
事
業
会

計
に
お
い
て
純
損
失
（（
※※
））
と

な
る
見
込
で
、
年
度
末
に
資

金
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
補

正
予
算
を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

今
後
病
院
の
果
た
す
べ
き
役

割
、
一
般
会
計
に
お
け
る
経

費
負
担
の
考
え
方
、
経
営
効

率
化
に
係
る
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

民
生
建
設常

任
委
員
会

小
児
科
時
間
外
診
療
は
、
こ

れ
ま
で
二
十
六
回
実
施
し
、

患
者
数
は
二
十
五
名
、
今
年

度
の
経
費
見
込
は
約
四
百
万

円
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
財
政
状
況
の

厳
し
い
中
、
病
院
の
規
模
や

赤
字
の
額
な
ど
を
問
題
提
起

し
た
上
で
、
市
民
病
院
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
考
え
た
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
早
く
実
行

に
移
す
よ
う
に
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

矢野北地区農業集落廃水処理施設（矢野町森）
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査
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
て
、

相
生
市
立
小
中
学
校
教
育
審

議
会
を
立
ち
上
げ
、
市
全
体

で
考
え
て
、
平
成
二
十
一
年

度
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇◇
和和
解解
及及
びび
損損
害害
賠賠
償償
額額
のの

決決
定定
にに
つつ
いい
てて
処処
分分
のの
件件

・
公
用
車
の
事
故
に
伴
う
示

談
契
約
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

◇◇
相相
生生
市市
向向
山山
墓墓
苑苑

む
か
い
や
ま
ぼ
え
ん

のの
指指
定定

管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに
つつ
いい
てて

◇◇
相相
生生
市市
立立
上上
松松
農農
業業
共共
同同

作作
業業
所所
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて

・
指
定
管
理
者
に
「
上
松
自

治
会
」
を
選
定
し
、
指
定
期

間
を
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
五
年
間
と
す
る
も
の

【【
報報
　　

告告
】】

十
二
月
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
立立
知知
的的
障障
害害
者者
援援

護護
施施
設設
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて

◇◇
相相
生生
市市
立立
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー

ムム
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定

にに
つつ
いい
てて

◇◇
相相
生生
市市
立立
特特
別別
養養
護護
老老
人人

ホホ
ーー
ムム
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて

◇◇
相相
生生
市市
立立
保保
育育
所所
のの
指指
定定

管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに
つつ
いい
てて

・
指
定
管
理
者
に
「
社
会
福

祉
法
人
　
相
生
市
社
会
福
祉

事
業
団
」
を
選
定
し
、
指
定

期
間
を
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
五
年
間
と
す
る
も

の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
立立
生生
きき
がが
いい
交交
流流

セセ
ンン
タタ
ーー
のの
指指
定定
管管
理理
者者

のの
指指
定定
にに
つつ
いい
てて

・
指
定
管
理
者
に
「
社
会
福

祉
法
人
　
相
生
市
社
会
福
祉

協
議
会
」
を
選
定
し
、
指
定

期
間
を
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
五
年
間
と
す
る
も

の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
立立
ペペ
ーー
ロロ
ンン
海海
館館

のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに

つつ
いい
てて

・
指
定
管
理
者
に
「
株
式
会

社
　
あ
い
お
い
ア
ク
ア
ポ
リ

ス
」
を
選
定
し
、
指
定
期
間

を
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
五
年
間
と
す
る
も
の
で

す
。

【【
事事
件件
案案
件件
】】

相生市立ふるさと交流館（矢野町中野）

【相生市教育委員会作成資料より】
※平成２０年度までは、各年度５月１日現在の児童数
※２３・２５年度の児童数は、住民基本台帳の年齢別人口集計から推計

決決
定定
にに
つつ
いい
てて

・・
公
用
車
の
事
故
に
伴
う
示

談
の
内
容
等
を
決
定
す
る
も

の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
税税
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
は
、
個
人

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
施
行
日
を
平
成

二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
と

す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険
条条

例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条

例例
・
こ
の
条
例
改
正
は
、
産
科

医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て

い
る
医
療
機
関
等
で
分
娩
ぶ
ん
べ
ん

し

た
場
合
、
分
娩
費
用
が
増
額

と
な
る
た
め
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
三
十
五
万
円

に
三
万
円
を
加
算
す
る
こ
と

と
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
生生
活活
安安
全全
条条
例例
のの

一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
は
、
相
生

ペ
ー
ロ
ン
祭
前
夜
祭
等
に
お

い
て
、
市
民
や
観
光
客
に
多

大
な
迷
惑
を
及
ぼ
す
特
攻
服

姿
の
い
わ
ゆ
る
徒
歩
暴
走
族

を
排
除
す
る
た
め
、
迷
惑
行

為
を
厳
し
く
規
制
す
る
措
置

を
講
ず
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
立立
羅羅
漢漢
のの
里里
のの
指指

定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに
つつ
いい

てて
◇◇
相相
生生
市市
立立
ふふ
るる
ささ
とと
交交
流流

館館
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定

にに
つつ
いい
てて

・
指
定
管
理
者
に
「
相
生
市

森
林
組
合
」
を
選
定
し
、
指

定
期
間
を
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
五
年
間
と
す
る

も
の
で
す
。

◇◇
市市
有有
財財
産産
のの
取取
得得
にに
つつ
いい

てて
・
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
機
器
及

び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
一
式

を
更
新
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

◇◇
和和
解解
及及
びび
損損
害害
賠賠
償償
額額
のの

【【
条条

例例
】】



●相生市議会だよりは再生紙を使用しています

－8－

相生市議会だより

※ http://www.city.aioi.hyogo.jp/gikai/page/index.html

議会活動状況

相
生
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
市
議
会
を
め
ざ
し
て
、

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

平成２０年度支出内訳
（４月１日～１２月３１日）

区 分

慶 弔 費

渉 外 賄 関 係

そ の 他

合　　　　 計

金 額（円）

89,420

18,500

5,600

113,520

件 数

8 

2

2

12

※
　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（（
※※
））
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

＜12月＞
10日 議会報第９１号発行

定例市議会再開
11日 民生建設常任委員会
12日 総務文教常任委員会
18日 議会運営委員会

定例市議会閉会
議員全員協議会

＜1月＞
20日 議会運営委員会
27日 臨時市議会開会
28日 議会報編集委員会
30日 播但市議会議長会　　　　（姫路市）

＜2月＞
4日 埼玉県志木市議会議員行政視察来相

議員一日研修　　　　　　（姫路市）
9日 民生建設常任委員会　　　　
10日 市議会議員共済会代議員会（東京都）
12日 兵庫県市議会議長会　　　（神戸市）
13日 総務文教常任委員会　　　
17日 広域行政圏市議会協議会　（東京都）
20日 全国市議会議長会産業経済委員会

（東京都）
23日 民生建設常任委員会
24日 議会運営委員会

＜3月＞
3日 定例市議会開会
4日 定例市議会再開

◇◇
相相
生生
市市
立立
羅羅
漢漢
のの
里里
のの
設設

置置
及及
びび
管管
理理
にに
関関
すす
るる
条条

例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条

例例
◇◇
相相
生生
市市
立立
ふふ
るる
ささ
とと
交交
流流

館館
のの
設設
置置
及及
びび
管管
理理
にに
関関

すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正

すす
るる
条条
例例

・
こ
の
二
件
の
条
例
改
正
は
、

当
該
施
設
を
指
定
管
理
者
に

管
理
さ
せ
る
に
当
た
り
、
施

設
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者

の
収
入
と
し
て
収
受
す
る
制

度
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
下下
水水
道道
条条
例例
のの
一一

部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

◇◇
相相
生生
市市
農農
業業
集集
落落
排排
水水
処処

理理
施施
設設
及及
びび
小小
規規
模模
集集
合合

排排
水水
処処
理理
施施
設設
のの
設設
置置
並並

びび
にに
管管
理理
にに
関関
すす
るる
条条
例例

のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

◇◇
相相
生生
市市
戸戸
別別
合合
併併
処処
理理
浄浄

化化
槽槽
のの
設設
置置
及及
びび
管管
理理
にに

関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改

正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
三
件
の
条
例
改
正
は
、

使
用
料
（
下
水
道
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
使
用
料
、
浄

化
槽
使
用
料
）
の
算
定
に
か

か
る
消
費
税
を
内
税
方
式
へ

変
更
し
、
実
質
使
用
料
を
平

均
改
定
率
九
・
五
四
％
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。
施
行
日

は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
以
後
の
検
針
分
か
ら
、
日

割
り
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
一一

般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
公公

共共
下下
水水
道道
事事
業業
特特
別別
会会
計計

補補
正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
看看

護護
専専
門門
学学
校校
特特
別別
会会
計計
補補

正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
介介

護護
保保
険険
特特
別別
会会
計計
補補
正正
予予

算算
◇◇
副副
市市
長長
のの
選選
任任
にに
つつ
いい
てて

同同
意意
しし
まま
しし
たた
。。

・
相
生
市
汐
見
台四

十
番
地
の
二

川
中
か
わ
な
か

勝
己
か
つ
み

さ
ん

◇◇
固固
定定
資資
産産
評評
価価
審審
査査
委委
員員

会会
のの
委委
員員
とと
しし
てて
、、
次次
のの

方方
々々
のの
選選
任任
にに
同同
意意
しし
まま

しし
たた
。。

・
相
生
市
赤
坂
一
丁
目六

番
六
号

相
本

あ
い
も
と

剛
孝
よ
し
た
か

さ
ん

・
相
生
市
那
波
本
町
　

十
三
番
八
号

岡
田
お
か
だ

顯あ
き
ら

さ
ん

・
相
生
市
若
狭
野
町
入
野

一
八
一
四
番
地
の
二

高
田
た
か
た

哲
藏
て
つ
ぞ
う

さ
ん

【【
人人
　　

事事
】】

【【
予予
　　

算算
】】

◇◇
相相
生生
市市
・・
上上
郡郡
町町
合合
併併
協協

議議
会会
のの
設設
置置
にに
つつ
いい
てて

・
上
郡
町
か
ら
相
生
市
を
相

手
方
と
す
る
合
併
協
議
会
設

置
の
請
求
が
あ
り
、
合
併
特

例
法
期
限
（
平
成
二
十
二
年

三
月
末
）
ま
で
に
合
併
す
る

た
め
の
協
議
を
行
う
「
相
生

市
・
上
郡
町
合
併
協
議
会
」

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

な
お
、
本
案
件
は
、
五
名

の
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
、

全
会
一
致
で
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

<<

討討
論論
のの
主主
なな
内内
容容>>

・
合
併
協
議
の
相
手
先
の
上

郡
町
議
会
で
合
併
協
議
会
の

設
置
議
案
が
否
決
さ
れ
て
い

る
。

・
合
併
に
対
す
る
上
郡
町
民

の
意
思
統
一
が
さ
れ
て
い
な

い
。

・
合
併
特
例
法
期
限
内
に
合

併
す
る
た
め
の
協
議
に
十
分

な
日
程
が
と
れ
な
い
。

・
上
郡
町
が
備
前
市
・
赤
穂

市
と
二
市
一
町
で
定
住
自
立

圏
構
想
（（
※※
））
の
枠
組
み
に
入

っ
て
お
り
、
合
併
協
議
と
の

整
合
性
が
と
れ
な
い
。

・
将
来
の
合
併
に
向
け
て
、

広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
い
。

一
月
臨
時
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

【【
事事
件件
案案
件件
】】

※定住自立圏構想：地域住民が定住できるように中心市と周辺市町村が連携・役割分担し、医療や交通など生活に必要な都市機能を確保した生活圏を構成。


